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五
年
度
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部
科
学
大
臣
賞
審
査
概
要 

  

本
年
度
の
文
部
科
学
大
臣
賞
の
選
考
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
同
五
年
三
月
三
十
一
日
に
至
る
一

年
間
に
刊
行
さ
れ
た
連
歌
・
俳
諧
・
俳
句
に
関
わ
る
著
作
の
中
か
ら
、
ま
ず
候
補
た
り
得
る
著
作
七
点
を
厳

選
し
て
各
委
員
に
確
認
し
、
選
考
委
員
七
名
に
よ
る
そ
れ
ら
の
綿
密
な
査
読
、
そ
の
結
果
を
持
ち
寄
っ
て
の

慎
重
な
審
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
田
中
道
雄
他
四
名
に
よ
る
編
著
『
蝶
夢
全
集
』
正
編
及
び

続
編
（
続
編
は
令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
、
和
泉
書
院
刊
）
を
最
優
秀
著
作
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
以
下
、
各
委
員
に
よ
る
推
薦
書
と
当
日
の
選
考
会
議
を
も
と
に
審
査
概
要
を
記
す
。 

 

本
全
集
は
正
編
に
「
発
句
篇
」
「
文
章
篇
」
「
紀
行
篇
」
「
俳
論
篇
」
「
編
纂
的
著
作
」
「
編
纂
し
た
撰
集
」

を
収
め
、
続
い
て
「
解
題
」「
文
人
僧
蝶
夢
」「
年
譜
」「
同
時
代
の
主
な
蝶
夢
伝
資
料
」「
蝶
夢
同
座
の
連
句

目
録
」「
蝶
夢
書
簡
所
在
一
覧
」「
索
引
」
を
付
す
。
続
編
に
は
、「
連
句
篇
」「
点
巻
篇
」「
書
簡
篇
」「
蝶
夢

追
善
俳
書
集
」「
参
与
俳
人
等
名
録
集
」「
正
編
の
補
遺
」
を
収
め
、
続
い
て
「
解
題
」「
列
島
に
く
ま
な
く

蕉
風
俳
諧
を
」「
蝶
夢
書
簡
に
お
け
る
署
名
・
花
押
の
変
遷
」「
蝶
夢
伝
の
た
め
の
諸
資
料
」「
索
引
」
を
付

す
。
巻
末
に
「
全
書
簡
の
年
代
順
に
よ
る
配
列
表
」
を
載
せ
る
。 

 

本
書
に
よ
り
、
全
国
に
遍
在
す
る
蝶
夢
の
人
と
作
品
及
び
蕉
風
復
興
を
主
と
す
る
俳
諧
活
動
の
全
貌
を

俯
瞰
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
目
的
・
内
容
と
も
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
研
究
で
、
俳
諧
史
的
意
義
な

ど
学
術
的
水
準
の
高
さ
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
本
年
度
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
著
書
で
あ

る
。 田

中
氏
は
正
編
の
中
で
「
蝶
夢
の
俳
論
の
核
心
は
『
い
の
ち
』
を
詠
む
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
記
す
。

芭
蕉
が
説
く
「
ま
こ
と
」
の
俳
諧
を
実
践
し
た
蝶
夢
の
俳
論
と
作
品
群
は
実
に
魅
力
的
で
あ
る
。
芭
蕉
と
い

う
人
間
が
現
れ
、
彼
を
信
奉
す
る
弟
子
達
が
そ
の
教
え
を
書
物
に
残
し
、
全
国
に
広
め
た
。
時
を
経
て
、
蝶

夢
等
が
芭
蕉
関
連
資
料
を
収
集
整
理
し
て
芭
蕉
の
魅
力
を
再
び
日
本
国
中
へ
、
蕉
風
復
興
運
動
は
時
代
性



を
抜
き
に
考
え
て
も
大
変
な
熱
量
を
必
要
と
し
た
活
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
あ
っ

て
現
在
の
芭
蕉
研
究
が
あ
る
。
蝶
夢
は
本
来
も
っ
と
顕
彰
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
。 

正
続
に
収
め
る
田
中
氏
の
蝶
夢
論
二
編
は
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
活
動
を
続
け
た
蝶
夢

の
企
画
力
と
行
動
力
、
そ
の
社
会
的
俳
壇
的
背
景
を
、
資
料
を
も
と
に
具
体
的
に
示
し
た
貴
重
な
論
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
研
究
の
指
針
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
半
世
紀
以
上
を
か
け
た
田
中
氏
の
研
究
に
次
世
代

の
方
々
が
加
わ
っ
て
の
編
著
と
な
っ
て
お
り
、
研
究
の
継
続
性
の
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。
続
編
に
収
め
る

四
七
七
通
の
書
簡
は
圧
巻
で
あ
り
、
蝶
夢
の
驚
異
的
な
芭
蕉
復
興
運
動
を
具
に
語
る
の
み
な
ら
ず
、
文
芸
資

料
と
し
て
充
実
し
た
内
容
を
備
え
て
お
り
、
ま
た
、
十
八
世
紀
後
半
の
世
相
を
知
る
歴
史
風
俗
資
料
と
し
て

も
価
値
が
高
い
。 

蕉
風
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
蝶
夢
の
俳
諧
活
動
の
研
究
は
、
芭
蕉
が
芭
蕉
と
し
て
今
の
時
代
に
存
在

価
値
を
持
つ
、
そ
の
根
源
を
見
つ
め
直
す
画
期
的
な
も
の
で
、
俳
諧
史
研
究
に
お
け
る
意
義
は
大
き
い
。『
五

色
墨
』
を
端
緒
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
蕉
風
復
興
運
動
の
研
究
に
今
後
大
き
な
進
展
が
予
想
さ
れ
、
芭
蕉
そ

の
も
の
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
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